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ｉ
ｉ
！
‐
一
文
庫
め
ぐ
り
一

〔
来
歴
と
概
要
〕
昭
和
二
十
八
年
、
総
持
学
園
に
女
子
短
期
大
学
が

設
立
さ
れ
た
と
き
図
書
館
が
付
設
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
八
年
に
鶴
見

大
学
文
学
部
が
設
立
さ
れ
、
四
十
五
年
に
は
歯
学
部
が
併
設
さ
れ
て

医
学
・
歯
科
医
学
関
係
の
書
物
が
購
入
増
補
さ
れ
、
鶴
見
大
学
図
書

館
は
質
・
量
・
情
報
収
集
機
能
の
豊
か
さ
に
お
い
て
本
学
の
誇
り
と

さ
れ
て
い
る
。

現
在
図
書
館
の
蔵
書
は
五
十
七
万
冊
に
及
ぶ
が
、
そ
の
う
ち
貴
重

書
と
さ
れ
る
も
の
が
一
万
数
千
冊
あ
り
、
自
然
科
学
・
語
学
・
文
学

等
を
中
心
に
、
奈
良
時
代
の
古
典
籍
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
幅
広
く

蒐
集
さ
れ
て
い
る
。
文
学
関
係
で
は
、
和
歌
・
物
語
、
特
に
源
氏
物

語
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
名
高
い
。

医
学
害
の
う
ち
東
洋
医
学
と
蘭
学
に
関
す
る
蔵
書
に
就
い
て
は

「
漢
方
と
泰
西
医
学
」
と
題
す
る
目
録
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

蔵
書
は
、
我
が
国
医
学
の
出
発
点
と
な
っ
た
重
要
な
書
物
が
集
め
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
口
中
害
が
よ
く
集
め
ら
れ
て
い
る
。

西
洋
の
古
典
で
は
、
ま
た
未
発
表
で
あ
る
が
ケ
ル
ズ
ス
の
「
号

日
①
ｇ
ｇ
ｇ
（
一
四
九
七
年
刊
）
を
は
じ
め
多
数
の
蔵
書
が
あ
る
。
歯

科
で
は
フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
著
「
の
三
日
四
９
号
ロ
房
討
」
の
初
版
本
を
初

め
と
し
て
現
代
に
至
る
ま
で
の
文
献
が
揃
え
ら
れ
、
医
歯
関
係
の
書

鶴
見
大
学
図
書
館

(8)
1

物
は
一
八
五
○
年
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
古
典
だ
け
で
二
百
冊
以
上
に

お
よ
ん
で
い
る
。
中
で
も
フ
ォ
シ
ャ
ー
ル
の
原
装
本
は
世
界
で
唯
一

の
孤
本
で
あ
ろ
う
。
更
に
特
徴
を
為
す
も
の
は
歯
痛
や
抜
歯
を
テ
ー

マ
に
し
た
西
洋
美
術
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
そ
の
目
録
は
「
西

洋
美
術
と
歯
科
医
」
と
題
し
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。

数
あ
る
個
人
文
庫
の
中
で
は
、
閃
・
弓
・
尿
Ｏ
Ｓ
臼
の
蔵
書
が
夙
に

名
高
い
。

〔
蔵
書
目
録
〕
貴
重
言
の
テ
ー
マ
別
目
録
と
し
て
一
九
九
一
年
以
後

の
も
の
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
明
治
乃
聖
書
」
（
一
九
九
二
「
蘭

学
か
ら
英
学
へ
Ｉ
日
本
英
語
こ
と
は
じ
め
」
「
源
氏
物
語
」
「
漢
方

と
泰
西
医
学
」
「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
精
華
１
１
全
集
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
「
日
本
の
書
目
」
「
テ
ニ
ス
ン
の
本
」
「
西
洋
美
術
と
歯
科
医
」
「
連

歌
の
本
」
「
往
来
物
」
「
西
洋
古
版
日
本
地
図
」
「
ミ
ル
ト
ン
の
本
」
「
デ

フ
ォ
ー
の
本
」
（
一
九
九
九
）
。

〔
所
在
地
〕
〒
加
‐
剛
横
浜
市
鶴
見
区
鶴
見
二
’
一
’
三
。

盃
○
四
五
’
五
八
Ｔ
一
○
○
一
（
代
表
）
。
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

耳
ｇ
曼
○
己
肖
‐
の
ぐ
．
厨
員
ロ
ョ
ー
‐
巨
．
胃
・
弓
曽
耳
閏
ミ
ヨ
号
×
、
耳
目
］

〔
利
用
方
法
〕
利
用
の
場
合
は
内
線
二
三
○
三
（
図
書
館
総
務
係
）

ま
で
前
も
っ
て
連
絡
し
て
下
さ
い
。

（
戸
出
一
郎
）


